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ゆたかな暮らしのために～生涯学習支援～ 
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～あるがままに あたりまえに～ 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せんかわだより

障害のある人の働く場つくりから始まり、暮らす場つくりへとあゆみを進めてきた武蔵

野千川福祉会。各分野別学習会では、青年・成人期の生涯発達支援における支援課題とし

て「はたらく」「くらす」「学ぶ・楽しむ」「かかわる」の生涯発達・地域生活支援の４領

域の重要性について学んでいます。 

障害のある人の学ぶ権利を保障し、学びの機会を通してよりゆたかな生活を送ることが

できるようにとりくみを進めます。 

２０２４．４月号 

Ｎｏ．５６１ 

 
【オープンカレッジ東京に参加しました】 
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福祉サービス第三者評価とは、質の高い福祉サービスを事業所が提供するために、保育所・指定介護老人福祉施

設・障害者施設などにおいて実施される事業について、公正・中立な第三者評価機関による専門的・客観的な立場

からの評価を受けるしくみのことです。 

＊社会福祉法第７８条では、「（前略）自己評価の実施などによって自らの提供する福祉サービスの質の向上に努

めなければならない」と規定しており、３年に１回の受審が義務付けられています。 

今回、千川作業所とチャレンジャーは５度目、桜寮は３度目の第三者評価受審となります。 

障害者施設の評価において数多くの実績がある、株式会社福祉規格総合研究所様に依頼し、組織マネジメント・サ

ービス分析等の項目で評価をしていただきましたので、評価内容と今後に向けた改善点を報告します。 

 

千川作業所（生活介護）   

〇特に良いと思う点  

◆ 生産活動や余暇活動を通じて、利用者一人ひとりの状況に合った活動や過ごし方の工夫をしている 

「地域で『働くこと』『暮らすこと』をゆたかに」という法人理念の下

で、生産活動や余暇活動を通じて利用者が安定した生活を送ることができ

るように支援を実践している。個々の障害特性や能力を把握し、それぞれ

に適した作業提供や環境の整備に努めている。曜日別の活動としてアー

ト・調理・音楽療法・紙芝居・ウォーキングも取り入れ、個別状況に応じ

た活動に参加して利用者が楽しくいきいきと過ごすことができるように工

夫を凝らしている。 

〇さらなる改善が望まれる点  

◆ 創作的活動プログラムの中身の検証を重ねて、選ばれる活動作りを進め

ていきたい 

 事業開設から４７年目、生活介護事業に移行して今年で１５年目を迎えている。 

従来は作業活動を中心としていたが、近年は創作的活動も取り入れ、曜日ごとの活動プログラムも定着している。

個々の状況や興味関心に沿った活動を提供して、利用者が楽しみながら続けることができる活動を目指している。 

今後はさらに活動内容の充実を図り、選ばれる活動プログラムの工夫にとりくみたいと考え、現在行っている創

作的活動について中身のブラッシュアップ作業を進めている。 

 

チャレンジャー（就労移行支援・就労継続支援B型） 

〇特に良いと思う点  

◆ 働く機会を通して利用者の持っている力を引き出し、地域での自立生活を支援している 

 障害のある人が地域であたりまえに働き、暮らすことが継続できるように、法人としてとりくんでいる。 

チャレンジャーでは働く機会を通して、社会人としての態度や姿勢を身につけることを重視し支援を行っている。 

日頃から就労時間等、一般企業とほぼ同じスタイルで作業にとりくみ、就労に向けた体力・忍耐力の向上につなげ

東京都福祉サービス第三者評価を受審しました 

～令和５年度 千川作業所・チャレンジャー・桜寮～ 

 

【楽しくいきいきと参加しています】 
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ている。また、ミーティング等で挨拶や言葉づかい等も含めたマナー・ルールの習得を図っている。 

利用者へのわかりやすい作業環境の整備や能力に応じた作業提供により働く力を育て、都内トップクラスの高い工

賃支給を維持している。 

〇さらなる改善が望まれる点  

◆ 時代の変化に合わせた新たな作業種の開拓にとりくみ、高工賃の維持につなげたい 

 ダイレクトメール等の封入封緘作業を中心に生産活動を行っている。 

毎年高い売り上げ目標を設定して職員が営業活動に努め、高い工賃支給を

維持している。しかし、近年は新型コロナウイルス感染症の影響や社会的

にペーパーレス化が進んでいることもあり、売上額が減少傾向にある。 

目標売上額の達成ならびに高工賃の維持に向けては、これまで培ってきた

取引先との関係性やノウハウを活かしながら、時代の変化に合わせた新た

な作業種の開拓にとりくんでいくことが必要と認識している。 

 

桜寮（共同生活援助） 

〇特に良いと思う点  

◆ 地域で「働くこと」「暮らすこと」をゆたかにすることを目指し法人全体で利用者支援にとりくんでいる 

障害のある人の労働の発展と地域生活の基盤作りを理念として、豊かに地域で働き・暮らすことを目指してい

る。就労支援事業所・生活介護事業所・相談支援事業所・放課後等デイサービス事業所などさまざまに運営し、そ

れぞれの事業所が連携して包括的に障害者の生活を支援している。生まれ育った地域でいつまでも暮らし続けるこ

とができるよう、グループホームの規模を拡充し、利用者と家族のニーズに応えている。 

〇さらなる改善が望まれる点  

◆ 利用者の目指す姿の実現に向け、職員間の共通認識を深めていきたいと考えている 

利用者支援について、自立移行型、能力向上型、安定生活型に支援を分け、それぞれの能力に応じた支援方

法で関わるようにしている。利用者ができることは自分で行い、できることを増やしていくためのとりくみに

ついて、職員間の利用者像における共通認識をさらに深める必要があると考えている。具体的な事例を通じて

共通認識を図り支援力を向上し、利用者の目指す姿の実現に向けて将来的にもとりくみの深化が期待できる。 

 

今後に向けて  

法人として４５年以上の実績を積み上げ、地域の障害者福祉を先導しているとの評価をいただきました。 

昭和５１年の小規模作業所の開設から始まり、障害のある人の労働の場の発展と地域生活の基盤づくりのための努

力を積み重ねてきたことで、市内に複数の拠点を有し、常に地域を意識した事業運営を行っているとの評価です。 

改善点については、法人の長い歴史の先にある、これから必要とされる事業を担うことのできる職員の育成と、

時代の変化に合わせた事業所づくりが期待されています。 

今回の評価内容を受け、私たち法人がやるべきことは、「障害のある人の人権、労働、生活を守り発展させ、要

求に応えることに全力をつくす」ということです。これは法人理念の一つでもあります。常に学び続け、障害のあ

る人の生涯が豊かなものになるよう、これからも邁進してまいります。 

＊過去の結果や詳細は「とうきょう福祉ナビゲーション」でご覧いただけます 

とうきょう福祉ナビゲーション http：//ｗｗｗ.fukunavi.or.jp 

（文責：チャレンジャー 佐藤 資子） 

【持てる力を十分に発揮して働きます】  
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1 日(金)常任理事会 

3 日(日)オープンカレッジ東京 

7 日(木)資産活用課サウンディング調査 

    武蔵野市法人連絡会議 

12 日(火)地域生活支援部学習会 

14 日(木)常任理事会 

26 日(火)理事会 

29 日(金)門出を祝う会(千川おひさま幼児教室) 

30 日(土)年度末職員全体研修 

 

 

1 日(月)入所式 

8 日(月)千川おひさま幼児教室歓迎会 

常任理事会 

16 日(火)地域生活支援部学習会 

B 型事業所学習会 

24 日(水)常任理事会 

     生活介護事業所学習会 

 

 

【とぴっくす】～インスタだよりvol.１０～ ＃オープンカレッジ東京 

 

来月の予定 ～令和6 年4 月～ 今月の動向 ～令和6 年3 月～ 

【オープンカレッジのようす】 

３月３日(日)に「オープンカレッジ東京」が開催されました！ 

武蔵野市での開催ということもあり、武蔵野市教育委員会の竹内道則教育長にも

お越しいただきました。 

今回はまとめの会ということで、「回転ずしで何を食べるか」

をテーマに考え方を学びました。生ものか、生ものでないか。値

段が高いか、安いか。うどんもあるぞ。デザートだって…考える

要素はたくさんあります。 

当法人からも３名の利用者が参加しました。 

会の最後には修了証が授与され、参加された皆さんはとても

充実したご様子で帰宅の途につきました。 

 

 

令和５年度 職員全体研修を開催しました 

例年、年度末に開催される職員全体研修を今年も開催することができま

した。 

各分野の今年度の振り返り、来年度へ向けた計画や目標の発表を行うと

共に、法人全体として、新設された「営業部」「相談支援部」、昨年度よ

りとりくんでいる中長期計画についても全職員で共有し、理解を深めるこ

とができました。 

また、令和６年度から入職する新卒者９名も参加したことで、いつにも

まして華やかな全体研修を開催することができたように感じます。 

職員一人ひとりが前を向き、明るい未来を思い描くことができているこ

と、それが法人全体の力、魅力になっていることを再認識することができ

た全体研修となりました。 【吉祥寺エクセルホテル東急にて】 


